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損害保険、生命保険の取扱代理店とし
て、ジャックスカード会員およびジャック
スグループ社員向けに各種保険の販売
などを行っています。

ジャックスの加盟店を通じて法人・個人向
けのオートリースや、機器リースなどを
行っています。

「債権管理回収業に関する特別措置法
（サービサー法）」に基づき、ジャックス
より受託した延滞債権の管理・回収業務
などを行っています。

ジャックス・
トータル・
サービス

ジャックス
リース

ジャックス
債権回収
サービス

クレジット事業

海外事業

ファイナンス事業

ペイメント事業

サステナビリティ

会社概要

沿　革

三菱UFJ銀行グループ
企業

JFP
（フィリピン）

JMC
（カンボジア）

JIVF
（ベトナム）

JMFI
（インドネシア）

Carsome
Capital
(マレーシア)
持分法適用会社

どんな買い物でも 物質的な豊かさだけではなく、

心の豊かさや人生の豊かさにつながっています。

未来に一粒のタネをまくように、

あなたらしい豊かさを求めて買い物をする人を、

JACCS は先進のコンシューマーファイナンスで応援したい。

もっと便利に快適に、安心して買い物ができるお手伝いを通して、

豊かな未来に貢献したいのです。

あなたの豊かさは、あなたの心が決める。

でも、その傍らにいつも JACCS はいたいのです。

その買い物には、未来がある。

未来にタネをまこう。

JACCS

創業の精神を礎に新しいステージへ
ジャックスは、「信を万事の本と為す」という創業の精神を次代に引継ぎながら、新しいステージへと進んでいきます。

グループ
ネットワーク

ジャックスは、創業以来、お客様のより豊かな暮らしに貢献することを目的として

真摯に事業に取り組み、現在ではMUFGグループの一員として、国内・海外において

コンシューマーファイナンスの分野で様々な商品・サービスを提供しています。

海外関係
会社

国内関係
会社

MISSION

「夢のある未来」「豊かな社会」
の実現に貢献する

経営理念
VISION

アジアのコンシューマーファイナンスカンパニー
としてトップブランドを確立する

経営理念に基づき、ジャックスが中長期的に目指す姿
VALUE

「信為萬事本」（信を万事の本と為す）｜倫理・行動規範

MISSIONやVISIONの実現に向けて
ジャックスやジャックス社員が大切にする価値観や行動指針
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沿　 革
ジャックスグループのこれまでの歩みは、創業の精神である「信為萬事本」

（信を万事の本と為す）を全ての事業の根本に据え、全てのステークホルダーの

皆様と真摯に向き合い、消費者信用産業の分野を歩んできた歴史そのものです。（2025年4月1日現在）

ジャックス本社ビル JANET北日本信販時代の本社社屋クーポン券 JMC本社ビル 創立70周年株式会社三菱東京UFJ銀行の
持分法適用会社化

JMFI支店 JFPオフィス

1969年3月
大手メーカーと提携し、
債権買取業務
（ショッピングクレジット）を
本格的に開始

1959年12月
業界で初めて金融機関の
融資保証業務を開始

1959年7月
創立5周年を機に社名を
「北日本信用販売株式会社」
へ変更

1954年6月
函館に資本金330万円の
「デパート信用販売株式会社」を設立
クーポン券を発行し会員を
募集するデパート月賦事業を開始

2004年6月
創立50周年

2001年5月
業界最新鋭の基幹システム
「JANET」を稼働、
業界で初めて24時間365日
稼働のオンラインシステムを実現

2008年3月
第三者割当増資により
株式会社三菱東京UFJ銀行
（現 三菱UFJ銀行）の
持分法適用会社へ

2008年4月
三菱UFJニコス株式会社の
個品割賦事業を承継

1972年6月
住宅ローン業務を開始

1973年4月
札幌証券取引所に上場

1976年4月
社名を
「株式会社ジャックス」
（Japan Consumer Credit Serviceの略）
へ変更

1994年11月
新本社ビル
「恵比寿ネオナート」竣工、
本部を渋谷区恵比寿へ移転

1978年9月
東京証券取引所第一部に
指定替え

1972年7月
東京事務所（現 東京支店）を
開設し、関東地区へ進出

2024年6月
創立70周年

2022年4月
東京証券取引所の
市場区分の見直しにより、
市場第一部から
プライム市場へ移行

2023年2月
ジャックスリース株式会社が
三菱オートリース株式会社と
資本業務提携を締結

2025年4月
マレーシアの現地企業
Carsome Capital Sdn.Bhd.の
株式49%を取得し、
持分法適用会社化予定

2022年6月
JACCS FINANCE（CAMBODIA）PLC.を
JACCS MICROFINANCE（CAMBODIA）PLC.
へ社名変更　

2017年5月
インドネシアの持分法適用会社
PT Mitra Pinasthika Mustika Finance
（現 JMFI）の株式を追加取得し、
出資比率60%に引き上げ
連結子会社化

2019年7月
フィリピンの合弁会社
（MAFS）（現 JFP）
の株式を追加取得し、
出資比率65%に引き上げ
連結子会社化

2018年3月
2017年8月に設立した
JACCS FINANCE
（CAMBODIA）PLC．（現 JMC）が
営業を開始

2010年6月
ベトナムにて連結子会社 
JACCS International
Vietnam Finance Co., Ltd．
（JIVF）を設立

2016年5月
フィリピンにてMMPC  
Auto Financial  Services
Corporation（MAFS）
（現 JFP）を合弁で設立

2012年12月
インドネシアの現地企業 
PT Sasana Artha
Finance（SAF）の
株式40%を取得
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事業・サービス 事業・サービス

クレジット事業
バイクやリフォーム、環境商品などでご利用できる、
ショッピングクレジットやオートローン、リース保証など多彩なお支払い方法を提供しています。

ペイメント事業
集金業務の負荷軽減など加盟店の多様なニーズに対応する商品・サービスや、
スマホ決済などインバウンド需要に対応した決済サービスをラインナップしています。

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

多彩なサービスで売上拡大をサポート

お客様のニーズに対応する多彩なキャッシュレス決済の提供のほか、

Visa、Mastercardのアクワイアリングを通じて加盟店の売上拡大にも

貢献します。また、加盟店オリジナルpayの構築ができる“ハウスPay”

や無金利分割払いなど3種類の金利条件を利用できる“SPLIE”などの

アプリ決済サービスを提供しています。さらに、多様な企業や団体と

協業し発行する提携カードは、様々な入会特典やオリジナルポイントなど、

加盟店・お客様のニーズに合わせたサービスを付帯しています。

決済サービス

豊富なキャッシュレス決済を提供

国内外のコード決済、電子マネー、Visa、Mastercard、JCBが展開する

非接触IC決済サービスなどの豊富なキャッシュレス決済の提供であらゆる

決済シーンに対応します。

Webを活用し請求手続きを効率化

口座振替依頼書や届出印を準備することなくお客様ご自身で振替口座の

登録を行うことができる“インターネット口座振替受付サービス”や、口座

振替・クレジットカード決済などのお客様ごとに異なる決済方法を一元的に

登録・管理する“決済フロントシステム”などの提供により、お客様と加盟店

の請求手続きにおける作業効率化を実現しています。

集金代行サービス
幅広い口座振替ネットワークで集金業務を効率化

売掛金、商品販売代金、保険料、リース料、家賃、会費、各種授業料などを

取り扱う企業に対して集金代行サービスを提供し、集金業務にまつわる

手間・人員コストの大幅削減による業務効率化をお手伝いしています。

不動産管理会社に多様な商品・サービスを提供

不動産管理会社が保証する内容・範囲は、オーナー様とのご契約などに

より多種多様です。ジャックスは不動産管理会社がオーナー様のニーズ

にお応えできるよう、複数のメニューをご用意しています。

家賃保証サービス

Webを活用し家賃保証審査時間を大幅削減

入居申込から家賃保証商品の審査申込を自動連携し、家賃保証契約書の

作成を行うシステム“JACCS Web賃貸システム”を提供しています。この

システムにより、家賃保証審査に要する時間の大幅な削減や、事務負荷の

軽減を実現しています。

https://www.jaccs.co.jp/corporate/activities/credit/ https://www.jaccs.co.jp/corporate/activities/card/

リフォームローン
最適なソリューションで住宅関連市場拡大に貢献

リフォームや、環境商品（太陽光発電システム、蓄電池など）の導入にかか

る費用を取り扱うローンです。ZEH（ゼロ・エネルギー・ハウス）の需要拡大

に伴い、住宅関連市場の活性化・拡大の一助になるべく、様々な施策や

Web審査システムなどを加盟店へ提供しています。

太陽光発電・蓄電池の導入を支援

1998年に業界で初めてソーラーローンの取り扱いを開始。太陽光発電

設備の普及が環境負荷軽減に寄与すると考え、20年以上にわたり取り扱

いを推進してきました。また、蓄電池や中古住宅取得時のリノベーション

需要の取り込みも強化しています。

リース保証
グループシナジーを発揮し、取扱高拡大へ

ジャックスリース株式会社や自動車リース会社で取り扱う、オートリースの

保証業務を行っています。個人のお客様を中心にオートリースの需要の高

まりに対応し、取引先を拡大しています。

個人向けオートリースの保有台数拡大に協業で対応

市場拡大が見込まれる個人向けオートリースについては、2023年に

ジャックスリース株式会社と資本業務提携した三菱オートリース株式会社

との協業により、営業体制とリース期間満了案件の管理を強化し、保有台数

の着実な積み上げを図っています。

オートローン
新車・中古車の購入を多彩なお支払いプランで対応

加盟店を通してお客様とジャックスが契約を締結する提携型の自動車購

入ローンです。普通車はもちろん、様々な車種の購入にご利用いただい

ています。お支払いプランの選択肢も数多く、初めての購入や買い替え

時などの多様なニーズにお応えします。

輸入車販売を多彩な支援策でサポート

多くの輸入車インポーターとキャプティブファイナンス※契約を締結して

おり、インポーター、ディーラー向けに、多彩な販売支援策を提供してい

ます。これからも販売に寄与することができるファイナンスカンパニーを

目指しています。　※メーカーと連携した自動車販売金融事業
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事業・サービス 事業・サービス

ファイナンス事業
投資用マンションローンによる資産形成から個人向けローンまで、
ジャックスの審査・保証ノウハウでお客様と金融機関をつなぎます。

https://www.jaccs.co.jp/corporate/activities/finance/ https://www.jaccs.co.jp/corporate/activities/oversea/

詳しくは
こちら

海外事業
ジャックスは、日本国内で培ってきたノウハウを成長著しい ASEAN 諸国に展開し、
新たな成長ステージに向けて大きく舵を切っています。

ベトナム JACCS International Vietnam Finance Co.,Ltd.（JIVF）
ホーチミン市を拠点とし、販売金融を手掛けるジャックス出資比率100％の現地法人です。2010年6月の設立以来、二輪

車ローンを中心にベトナム国内の消費者や取引先との信頼関係を築きながら、営業エリアの拡大、取り扱い商品の拡充を

図っています。

インドネシア PT JACCS MITRA PINASTHIKA MUSTIKA FINANCE INDONESIA（JMFI） 
２０１２年１２月に地元有力企業の経営に参画し、インドネシアへ進出。販売金融を手掛けるジャックス出資比率60％の現地

法人です。二輪車ローンを中心に事業を展開するファイナンス会社です。

カンボジア JACCS MICRO FINANCE（CAMBODIA）PLC.（JMC）
ジャックス出資比率100％の現地法人として、2018年1月に事業ライセンスを取得し、二輪車ローンを中心に事業を展

開しています。耐久消費財の需要拡大を追い風に事業基盤の確立を図っています。

フィリピン JACCS FINANCE PHILIPPINES CORPORATION（JFP）
2016年5月に合弁で設立し、三菱自動車を専門に取り扱う販売金融会社としてフィリピンへ進出。現在は出資比率を65%に

引き上げ、二輪車ローンの取り扱いとあわせて営業エリアの拡大を進めています。

マレーシア Carsome Capital Sdn.Bhd.
2025年4月にマレーシアの現地企業Carsome Capital Sdn.Bhd.

（以下「Capital社」）の株式49%を取得し持分法適用会社化予定。

Capital社は、マレーシアを中心に中古車ネットオークションプラット

フォームを運営するCarsome Sdn. Bhd.傘下のファイナンス会社です。

マレーシアにおける今後の中古車市場の拡大とともに協業で他国へ

の事業拡大も検討していきます。　　　　

詳しくは
こちら

銀行個人ローン保証
お客様と金融機関をつなぐパートナー商品

金融機関が個人向けに融資するローンをジャックスが保証する

商品です。ジャックスの審査・保証ノウハウを生かし、金融機関の

リテール業務をサポートしています。またインターネット申込

スキームの提供などにより、個人向け融資の拡大、サービスの

向上、新規顧客の口座獲得に貢献しています。

全国約590の金融機関との提携

三菱UFJ銀行をはじめ、地方銀行・信用金庫・信用組合・農業協同

組合など約590の金融機関と提携し、金融機関のニーズにお応え

する商品・サービスを提供しています。　　　　

住宅ローン
お客様と提携先にメリットのあるファイナンスサービス

投資用マンションの購入資金を金融機関より借入するお客様に

対し、ジャックスが保証するサービスです。資金需要をスピー

ディーに対応することでお客様と金融機関の橋渡しを実現して

います。また、多様なニーズに合わせた金融商品の提供により、

提携先の販売支援を行っています。

不動産販売会社・金融機関と緊密に連携

50年超の事業経験で蓄積されたジャックスの住宅ローンは、高精

度な顧客与信と加盟店管理に関するノウハウ、および不動産販売

会社や金融機関との緊密なネットワークが大きな特徴です。

フィリピン

インドネシア

ベトナムカンボジア

マレーシア
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サステナビリティ サステナビリティ

社会貢献への取り組み
ジャックスグループでは、豊かで夢のある未来のために、「地域社会との共生」を軸とした
社会貢献活動に取り組み、良き企業市民として役員および従業員が自発的に参加する風土を醸成しています。
また、社会貢献活動をより一層促進していくため、活動の指針となる3つの重点領域
『地域』『次世代』『環境』を定め、取り組みを進めています。

地域
地域社会の一員としてそれぞれの

コミュニティと積極的に関わり合い、

ともに歩みます

次世代
未来を担う次世代への

支援を通じて、子どもたちや若者の

豊かな心を育みます

環境
豊かな地球環境のもとに一人ひとりの

生活が成り立つことを認識し、

環境保全に取り組みます

JACCSの森づくり
北海道当別町にある神居尻山において、

NPO法人と協働で山林保全活動を実施しています。

ジャックス社員の手で1,500本の植樹を完了した後も、

苗木の成長を助けるための下草刈りなどの定期的な育樹活動を行っています。

函館マラソン支援
ジャックス創業の地函館で開催される「函館マラソン」を

1991年の第１回大会から協賛しています。

2016年からはイベントをさらに盛り上げるべく、

社員ボランティアを派遣し地域発展の後押しをしています。

こども食堂支援
ジャックスグループの拠点網を活かし、年２回、社員が

近隣のこども食堂へ訪問し、本部が所在する

東京都渋谷区にある障がい者通所施設の方々が製造した

お菓子や創業の地函館の物産品を寄贈しています。

マテリアリティ
（重要課題）

サステナビリティを推進するにあたり、社会の様々な課題の中から、
ジャックスグループとして優先的に取り組むべき事項をマテリアリティとして特定し、
各種対応に取り組んでいます。

サステナビリティ方針 社会貢献
ジャックスグループは、「『夢のある未来』『豊かな社会』の実現に貢献する」という経営理念のもと、
「サステナビリティ基本方針」に則り、事業活動を通じて社会課題の解決に貢献することで
持続可能な社会の実現と企業価値の向上に努めています。

https://www.jaccs.co.jp/corporate/sustainability/ https://www.jaccs.co.jp/corporate/sustainability/society/activity-content/

詳しくは
こちら

そのほかの
活動はこちら

安心・安全、身近で利便性の高いサービス提供

主な取り組み

●お客様、加盟店に寄り添い信頼に応えるサービス提供

●情報セキュリティの高度化

●デジタルなどの最新技術を活用したサービスの向上

人が尊重され、多様な人材が成長し活躍できる経営の実践

主な取り組み

●人権の尊重 ●ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンの推進

●人材への投資と能力が発揮される環境づくり ●健康経営の推進

日本とASEANにおける豊かな地域、コミュニティ形成への貢献

主な取り組み

●地域社会・生活を支えるインフラとしてのファイナンスサービスの提供

●地域・コミュニティを支えるパートナー網の拡大 ●社会貢献活動の推進

持続的な成長に資するガバナンスの強化と実践

主な取り組み

●コーポレートガバナンスの強化 ●統合リスクマネジメントの高度化

●コンプライアンスの徹底

環境保全に貢献する取り組みの推進

主な取り組み

●ファイナンスサービスを通じた脱炭素化の推進

●気候変動への対応、自然災害に対するレジリエンス（回復力）の向上

●環境負荷軽減や循環型社会を見据えた３R（リデュース・リユース・リサイクル）の取り組み
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サステナビリティ サステナビリティ

ステークホルダー／
コーポレートガバナンス／リスクマネジメント　
ステークホルダーへの取り組み
ジャックスグループはステークホルダーの信頼と期待に応え、
グループの持続的な成長および中長期的な企業価値の向上を実現していきます。

マルチステークホルダー方針と
パートナーシップ構築宣言の

詳細はこちら

https://www.jaccs.co.jp/corporate/sustainability/stakeholder/ https://www.jaccs.co.jp/corporate/sustainability/society/human-resource/

人的資本経営の
詳細はこちら

人的資本経営

ジャックスグループは、従業員一人ひとりの成長が会社の成長の源泉であるとの認識のもと、
長期ビジョン「アジアのコンシューマーファイナンスカンパニーとしてトップブランドを確立する」の
実現に向けて、多様な個性やスキルを持つ人材の採用・登用や育成に取り組んでいます。
また、こうした様々な価値観や考え方を持つ人材がビジョンを共有し、
個々のスキルやポテンシャルを最大限に発揮できる制度構築や働きやすい環境づくりを行っています。

人的資本経営への取り組み

株主
・

投資家

行政

お客様

従業員

地域社会
・
NPO

地球環境

■ マルチステークホルダー方針
企業経営において、株主にとどまらず、お客

様、お取引先、従業員、地域社会をはじめと

する多様なステークホルダーとの価値協創

が重要となっていることを踏まえ、マルチス

テークホルダー方針を策定しています。

■ パートナーシップ構築宣言
お取引先の皆様の価値創造を図ることで、

サプライチェーン全体での付加価値向上に取

り組み、お取引先との共存共栄を目指します。

基本的な考え方
１．ジャックスグループは、ステークホルダーの信頼と期待に応えるとと
もに、サステナビリティ（持続可能な社会の実現）を重視した経営を
進めてまいります。

２．ジャックスは、創業の精神「信為萬事本（信を万事の本と為す）」に
基づき、ステークホルダーの「信用」と「信頼」を第一に考え、成長し
てまいります。

３．ジャックスは、「長期ビジョン」「中期経営計画」を定め、ジャックスグ
ループのすべての役職員へ浸透させるよう努めるとともに、完遂に
向け推進してまいります。

コーポレート・ガバナンスへの
取り組み
ジャックスグループは、公正かつ透明性の
高いコーポレートガバナンスが極めて重
要であると認識しており、基本的な考え方
に基づいた取り組みを実践しています。

基本的な考え方
「ERMはジャックスグループを最適な方向へ導くナビゲーション」をス
ローガンに、収益・リスク・資本の３要素を統合管理し、ジャックスグ
ループの企業価値の最大化を目指した取り組みをしています。

１．財務の健全性確保
財務の健全性を確保するために、

自己資本を充分に確保し、自己資本の範囲内で経営します。

２．リスク対比の収益性 
重要リスクに対応しつつ、

取るべきリスクをとり、リスクに
見合う収益を確保します。

３．資本効率の向上
投下資本に対して
充分な収益性を
確保します。

バランス
コントロール

収益

資本 リスク

統合リスクマネジメント
（ERM）の取り組み
ジャックスグループでは、統合リスクマネ
ジメント（ERM)の推進により、収益・リス
ク・資本を定量化し、バランスをコントロー
ルしたリスクマネジメントの高度化に取り
組んでいます。

主なステークホルダー

エンゲージメントの向上
従業員が同じベクトルを向きながら、多様でかけがえのない個

性を発揮し、「働きがい」や「自己成長」を実現できるための取

り組みを推進することによって、従業員と会社が互いに選び合

い、高め合う環境づくりを行っています。

主な取り組み

●エンゲージメントサーベイに基づいた分析と対策の継続

●コミュニケーション向上施策の展開

●自律的キャリア形成の支援

●業務効率向上のための環境整備

成長を支える人材の拡充
変化が激しく不透明な市場環境においても成長し続けるため、

様々なバックグラウンドを持つ人材の採用・登用を積極的に行

いつつ、それぞれの個性やスキルを最大限に引き出すための

環境づくりや教育に取り組んでいます。

主な取り組み

●経営戦略に連動した採用と配置の実現

●体系的、計画的、継続的な研修の実施

●世代やライフステージを問わない多彩な人材活躍推進

●女性社員の活躍推進

健康経営の推進
ジャックスグループは、従業員一人ひとりが心身ともに健康な

状態で、安心して活き活きと働き続けることが重要であると考

え、従業員の健康保持・増進に戦略的に取り組んでいます。

主な取り組み

●ワーク・ライフ・バランスの推進

●働きやすい職場環境づくり

●メンタルヘルス支援の実施

●健康保険組合とのコラボヘルスによる健康支援
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サステナビリティ

環境保全への取り組み
ジャックスグループは、地球環境の保全・管理が人類共通の重要課題であると認識しています。
未来を見据えて、環境負荷軽減と資源節約に配慮した企業活動に取り組み、
社会全体の環境保全に努めています。

環境保全

世の中のCO₂排出量削減　─事業活動を通じた貢献─

クレジット事業を通して環境に配慮した商品の普及を積極的に

サポートしています。

太陽光発電設備や蓄電池、ZEH（ゼロ・エネルギー・ハウス）、

EVなどの普及を後押しするローンの取り扱いを推進しています。

再生可能エネルギーの創出、クリーンエネルギーの利用を促進

することでCO₂排出量削減に貢献しています。

再生可能エネルギーの活用　─業界初のバーチャルPPA導入─

ジャックスグループでは、2030年度までと2050年度までの温

室効果ガス（GHG)削減目標を設定し、地球温暖化防止の取り

組みを推進しています。取り組みの一環として、信販業界で初

めてとなる再生可能エネルギー電気に関する非化石証書譲渡

契約（バーチャルPPA)を締結しました。

この取り組みでジャックスは、太陽光発電所で発電された電気

から環境的な価値を取得することで、再生可能エネルギーの活

用を進めていきます。

エネルギーや資源使用の削減・リサイクル　─企業活動における貢献─

ジャックスグループでは、「エネルギー使用の合理化等に関す

る法律（省エネ法）」の特定事業者として年１％以上のエネルギー

使用量削減を実践しています。

また、業務のデジタル化による紙使用量の削減や不要となった

紙やOA機器のリサイクル、日本全国の営業拠点で使用してい

る社用車の100%エコカー化など、限りある資源の有効活用と

環境負荷の低減を目指した企業活動を推進しています。

https://www.jaccs.co.jp/corporate/sustainability/environment/decarbonization/

株式会社ジャックス　JACCS CO., LTD.(Japan Consumer Credit Service)

東京都渋谷区恵比寿4丁目1番18号 恵比寿ネオナート

クレジット事業、ペイメント事業、ファイナンス事業、海外事業

03-5448-1311（代表）

1954年（昭和29年）6月29日

社　名

本　部

主な事業

電　話

設　立

https://www.jaccs.co.jp/
corporate/about/organization/

組織図

https://www.jaccs.co.jp/
corporate/about/agency/

営業店一覧

https://www.jaccs.co.jp

ホームページ

https://www.jaccs.co.jp/
corporate/about/brand/

ブランドサイト

会社案内サイト
https://www.jaccs.co.jp/
corporate/about/corporate_info/

会社概要そのほかの
活動はこちら
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